<研究ノート>日本語のメトニミーと文中における生起位置の相関性について by 神谷 昇 & 長谷部 郁子
日本語のメトニミーと文中における生起位置の相関
性について












トニミー（表現）は、山梨 (2000) では以下のように定義されている（Lakoff and 
















リア構造の４つの役割に類似している。(2) に示すのは、小野 (2005) におけるクオ
リア構造の定義である。
(2) a. 構成クオリア (Constitutive Qualia)：物体とそれを構成する部分の関係
 b. 形式クオリア (Formal Qualia)：物体を他の物体から識別する関係
 c. 目的クオリア (Telic Qualia)：物体の目的と機能
 d. 主体クオリア (Agentive Qualia)：物体の起源や発生に関する要因











   （発話の状況：飲食店で常にハンバーグステーキばかりを注文する常連客が 
  おり、その常連客が昼食を食べに来たことを、店の従業員が他の従業員に 
  伝えている。）
 b. ?? 店長がハンバーグステーキを注意した。























































るように思われる。(7) と (8) の例を見られたい。
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 b.  火事で、書斎の古い夏目漱石が全て燃えた。
(11) a.  たき火で、書斎の古い夏目漱石の本を全て燃やした。














































































































































































(24) The ham sandwich wants his coffee now.  (Cruse (2011: 256))
(25) a. Our new face hates the ham sandwich.









1. 査読者は目的語位置にメトニミー表現が生起する (i) の例を指摘している。
(i) a. 新入生は、みんな夏目漱石が嫌いだ。




























なお、本文中の (5b) で「嫌い」を用いた例（以下に (iva) として再掲）を提示し、
それがメトニミー表現として解釈することが難しいことを指摘したが、査読者が













があがると考える。よって、(iva) の許容度が (ivb) に比べて下がっているのはこの
ことに起因すると思われる。
2. (24)、および (25) の例については、査読者によって指摘されたものである。
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